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エグゼクティブ・サマリー
大麻と大麻由来製品は現在も連邦法で禁じられているが、連邦法にはヘンプの定義
に起因する大きな抜け穴があり、いわゆるヘンプ製品の製造業者はこの抜け穴を悪
用して、非常に強力な、往々にして化学的に合成された、陶酔作用を持つ製品を販
売している。これらは、認可されたディスペンサリーで販売されている製品よりも
はるかに強力な作用を持つ。

1. 「ヘンプ」製品の製造業者は、法の抜け穴を利用し、公衆衛生及び安全性に関する懸
念を顧みずに、政府の監督のない、非常に強い陶酔作用を持つカンナビノイド製品を
販売している。

2. 「ヘンプ」製品の製造業者は、従来の THC の何倍もの効力を持つ新しい合成カンナビ
ノイドを生産しているが、安全性試験はほとんど行われていない。

3. 陶酔作用を持ち、政府による監督がないヘンプ由来製品は、多くの場合汚染物質が混
入しており、ラベル表記が不正確で、未成年者に堂々と販売されている。

4. 2018年の農業法改訂が意図したのは、CBD のように陶酔作用のないヘンプ由来製品
の合法化である、と業界関係者は想定していたのであるが、先ごろのアメリカ合衆国
第9巡回区控訴裁判所による裁定は、Δ8-THC を含有する製品が法的には産業用ヘン
プの定義に当てはまるとし、それによって、陶酔作用を持つドラッグの無法地帯を生
み出した。

5. アメリカ合衆国第9巡回区控訴裁判所の裁定は、THC の類似体を明確に禁じる連邦
法、Federal Analogue Act と食い違っている。

6. THC-O、THC-P、HHC その他、新しいカンナビノイドを承認する権限は、当然なが
ら、米食品医薬品局にある。

7. カリフォルニア州の現行法は、ヘンプ由来製品に、天然由来か合成かにかかわらず、
陶酔作用を持つカンナビノイドが含まれることを禁じている。差し迫る脅威から消費
者の健康と安全を護るためには、こうした法規制をしっかりと施行する必要がある。

8. カンナビノイド抽出を目的に栽培されるすべての大麻草は、恣意的で非現実的な THC
の閾値を設定するのではなく、同様の規制対象とするべきである。

9. ヘンプ由来および大麻由来製品の両方を連邦政府が監督する単一のカンナビノイド市
場が存在しない現状では、農業法を緊急に改正し、陶酔作用を持つ濃縮カンナビノイ
ドおよび合成カンナビノイドの自由な販売を可能にしている法の抜け穴を塞ぐ必要が
ある。
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イントロダクション
大麻とヘンプは同一の植物であるにもかかわらず、立法府と規制当局は、一般に THC として知られる
向精神性の化合物、Δ9-テトラヒドロカンナビノールの含有量をもとに、この二つを人為的に区別して
いる。

大麻と大麻由来製品は、連邦法では依然として非合法であり、合法的に入手できるのは、厳しく規制さ
れた州単位の市場のみである。ところが、連邦法で定められたヘンプの定義には大きな抜け穴があり、
これを悪用する「ヘンプ」製品の製造業者が、非常に強力かつ往々にして化学的に合成される陶酔物質
を販売している。これらは、認可された大麻製品のディスペンサリーで販売されているどのような製品
よりも効力が高い。

いわゆるヘンプ由来 THC および THC 様製品の多くは汚染物質や化学副産物まみれである1,2 が、オンラ
イン、コンビニ、ガソリンスタンド、煙草店などで、年齢制限も検査基準も、パッケージやラベル表記
に関する必須要件も、マーケティングに関する制限もなく、さらにはそれらが消費者に与え得る影響に
ついての適切な理解もないままに販売されている。

この状況の最終的な解決策は、人間が消費するヘンプ由来および大麻由来のカンナビノイド製品の両方
を、連邦政府が一括して管轄する規制の枠組みを作ることである。

そうした方向での大幅な法の見直しが行われていない現状では、全国の消費者を護るための暫定的な措
置を取らねばならない。その一つは、それが故意であったかどうかは別として、有害物質を含む合成ド
ラッグや超高用量の THC を含む製品が規制のない市場に蔓延するのを後押しすることとなった、農業法
の抜け穴を塞ぐことである。もう一つは、カリフォルニア州の住民を今すぐ危険から護ることを目的と
して、カリフォルニア州政府が、すでに消費者保護のための規制が存在している3 州政府管轄の大麻市場
以外では、陶酔作用のあるカンナビノイド（ヘンプ由来か大麻由来かに関係なく）の販売をただちに禁
じることである。

大麻とヘンプ：その違いとは？

大麻とヘンプには長い紆余曲折の歴史があり、それは複雑に絡み合って、分かりにくい部分がある。結
論から言えばこの二つは、Cannabis Sativa L. と呼ばれる同一の植物である。歴史的に「ヘンプ」
は、繊維あるいは種子に含まれる油分が最大限になるよう育種され、産業利用を目的として栽培され
た、樹脂の少ない Cannabis Sativa L. を指す。一方「大麻」とは、樹脂の含有量を最大にすべく育
種・栽培されるものを指す。言い換えれば、THCをはじめとするカンナビノイドを豊富に含み、嗜好
および医療目的で使用される「ドラッグ」としての Cannabis Sativa L. である。 

1970年に制定された規制物質法は、この曖昧な区別を明文化した。大麻（マリファナ）は「植物 
Cannabis Sativa L. のすべての部分、（中略）当該植物のすべての部分から抽出された樹脂、およ 
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び、当該植物、その種子または樹脂のあらゆる化合物、製造物、塩、派生物、混合物または調製物を意
味する」と定義され、一方で成熟した茎、繊維、滅菌処理した種子、樹脂を含まない部分から作られた
製品はこの定義から除外された4 。

ただし、現在の連邦法の定義はこれよりも単刀直入である。公式には、産業用ヘンプとは、植物全体と
しての樹脂含有量には関係なく、乾燥重量で THC の占める割合が 0.3% 以下のものとされている。言
い換えれば、2018年の農業法は、ヘンプとは THC が0.3% 以下のもの、という基準を成文化し、ヘン
プを、産業用ヘンプでない大麻と区別する鍵となる要素を、樹脂含有量からTHCの量に置き換えたので
ある。

農業法の文言を詳しく見れば、問題は明らかになる。 

「ヘンプ」とは、Cannabis Sativa L. および、生育中か否かにかかわらず、その種子、すべて
の派生物、抽出物、カンナビノイド、異性体、酸、塩、異性体の塩を含む当該植物のすべての
部分を指し、乾燥重量ベースでΔ9-テトラヒドロカンナビノールの含有量が0.3%を超えない
ものを指す。[強調は筆者による]

ここで重要なのは、「すべての派生物」「生育中か否かにかかわらず」「乾燥重量ベースでΔ9-テトラ
ヒドロカンナビノールの含有量が0.3%を超えない」という３つの文言である。これによって農業法は気
づかぬうちに、現在市場に見られる、陶酔作用を持つヘンプ由来製品の無法地帯を生み出してしまっ
た。

農業法は、ヘンプと大麻の違いを明確にすることなく、うかつにもその区別をますます混乱させた。こ
の二つの恣意的な区別方法は、THC と同様に、この植物の樹脂を含むトライコームに集中して含まれる
CBD に対する人々の関心が高まるにつれてますます不明確になった。医療効果を持つ CBD 製品に対す
る消費者からの大きな需要によって、樹脂含有量の高い「ヘンプ」が、産業使用が目的ではなく薬を作
るために栽培されるようになった。驚くには当たらないが、2021年にミネソタ大学が実施したゲノム研
究によれば、現在栽培されている高 CBD の「ヘンプ」は、実はその遺伝子の 90% を高樹脂の大麻品
種から受け継いでいる5 。

従来のヘンプと大麻の境界線が崩れた今、厳しい規制のある各州の大麻製品市場とは別のところでの販
売機会を狙う「ヘンプ」製品製造者は、これまでのヘンプ製品の限界を押し広げ、農業法が生んだ法の
抜け穴を悪用している。現在オンライン、コンビニ、煙草製品店、ガソリンスタンドなどで販売されて
いる「ヘンプ」製品の中には、規制のもとに流通する大麻製品と同等か、ときにはそれ以上に強い陶酔
作用を持つものも多い。

曖昧な線引き

陶酔作用のあるヘンプ製品を流通させる大きな法の抜け穴
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多すぎるTHC 

「生育中か否かにかかわらず」という言葉は、最終製品に含まれるΔ9-THC の量が 0.3% を超えないヘ
ンプ由来製品は合法である、という意味だと大雑把に解釈されている。THC 量をパーセンテージで測る
ならば、陶酔作用のある THC 用量を含む製品を作るためには、製品を大きく、重くしさえすればよ
い。

留意すべきは、THC は強力な化合物であり、その用量は通常、グラムではなくミリグラム（１グラムは
1,000ミリグラム）という単位で測られる、ということである。カリフォルニア州政府が管轄する大麻市
場においては、エディブル製品に含有される THC の量は、使用量１回分あたり10ミリグラム（製品１
パッケージあたり100ミリグラム）までと上限が定められている。大雑把な解釈にしたがって、農業法
が最終製品の重量の 0.3% の THC を許容し、「ヘンプ由来」製品１パッケージあたりの THC 量の上限
を定めていないと考えるならば、グミ、クッキー、ブラウニー、あるいは 350ミリリットル入り飲料に
は製品１個あたり以下の量の THC が含まれる可能性がある。 

製品の種類 グミ２個 クッキー１個 ブラウニー１個 飲料１本

重さ（グラム） 5.8g 16g 70g 340g 

0.3% THC (ミリグラム) 17.4mg 48mg 210mg 1020mg 

しかも、ここで問題になっているのはΔ9-THC だけではない。「ヘンプ」製品の製造者は、大麻草には
生来まったく含まれていないか、あるいは意味をなさない程度の量しか含まれていない化合物を、抽出
した CBD を濃縮し、変性させて、新たな合成カンナビノイドおよび半合成カンナビノイドを製造して
いるのである。この製造工程には通常、有毒で腐食性のある溶剤や重金属触媒が使われ、その残留物が
最終製品に見られることがある6。そうして作られる新しい化合物は往々にして、従来の THC の何倍も
の効力を持っている。

近年になって市場に蔓延している、化学的に合成された、陶酔作用のあるカンナビノイドには、次のよ
うなものがある。

● THC-P：THC-ヘプチルまたはトランス-Δ9-テトラヒドロカンナビフォロールとも呼ばれる
THC-Pは、従来の THC と分子構造が似ているが、側鎖の炭素原子が２個多い（合計７個）7。
『Scientific Reports』誌に 2019年に掲載された論文によれば、人体の受容体との親和性は従
来のTHCの30倍8であり、陶酔作用がはるかに強い。

● THCjd：テトラヒドロカンナビオクチルとも呼ばれる THCjd は、最近発見されたカンナビノイ
ドで、側鎖に８個の炭素原子を持つ。「ヘンプ」製品の製造者は、その「独特の精神作用」9を謳
い、THC の19倍の陶酔作用があると言われている10。

これは驚くほど高い THC 用量であり、政府の監督がないヘンプ由来のエディブル製品や飲料が、カリ
フォルニア州政府が管轄する大麻市場で許される THC量の100倍の量を含む可能性があるということ
を意味している。

化学合成された派生物 
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● THC-H：テトラヒドロカンナビヘクソルあるいは THC-H ヘキシルとも呼ばれる THC の同族
体で、側鎖に６個の炭素原子を持つ。通常の THC の10倍から15倍の陶酔作用があるとされて
いる11。

● THC-O：THC-O-アセテート12とも呼ばれる THC-O は、Δ8-THC（下記参照）をさらに加工し
たものである。業界有数のメディア企業である Leafly によれば、THC-O は「THC の３倍の効
力を持つ可能性があり」、「幻覚剤と紙一重」である13。

● HHC：HXC あるいはヘクサヒドロカンナビノールとも呼ばれる HHC は、THC より水素原子
が１個多い。つまりこれは、一部水素化された THC であり、Δ8-THC および Δ10-THC より
も強力で、精神作用は従来の THC に類似している。

● Δ8-THC：Δ9-THC の化学的変異体で、通常は CBD から合成され、THC よりも若干陶酔作
用が弱い。

● Δ10-THC：大麻草には生来含まれず、その性質は Δ8-THC に類似している14。

例外はあるが、こうした陶酔作用のある化合物は、化学合成によって作られる。これらはΔ9-THC とは
違う物質である。その証拠に、「ヘンプ」製品の製造会社で、その製品を従来のTHC よりも強力だと宣
伝するところが増えている16。あるいは、HHC のように THC に似た化合物は、薬物検査に引っ掛から
ない、と匂わせる業者もいる17。

カンナビノイドの研究者は、「合成カンナビノイドは、さまざまな健康被害をもたらし、場合によって
は死に繋がることもある。びまん性肺胞出血、急性呼吸器不全、心臓発作、脳卒中、てんかん発作、腎
障害などはいずれも、合成カンナビノイドの使用によって起こり得る」18と指摘する。合成カンナビノ
イドが、精神病の発病のリスクを高める可能性を示唆する研究もある19。ポートランド州立大学の研究
チームが 2022年 7月に発表した論文には、THC-O-アセテートが、ビタミンE-アセテートと同様に、民
間で販売されているベープ機器を使って熱すると身体に害を及ぼしかねない濃度のケテンガスを発生さ
せると書かれていた。ケテンガスは、5 PPM の濃度で人を死に至らしめる可能性がある。EVALI と呼
ばれる「べーピング危機」において見られた死亡例や肺の永久損傷は、ベープ機器の中でケテンガスが
発生したことが原因の一つであった疑いが強い20。さらに、THC-O のベープ用カートリッジをオンライ
ンで販売する「ヘンプ」製品製造会社のうち、少なくとも一社が、「発作」を「よくある副作用」の一
つとして挙げている21。 

製品に含まれるこうしたカンナビノイドは一つではない。たとえば Delta Extrax という業者は、精神
作用があるさまざまな合成カンナビノイドが１個につき125ミリグラムも含有されている製品を販売し
ている15。これは、カリフォルニア州の合法大麻市場で許されている上限の10倍以上の量である。念の
ために言い添えれば、しかもこうした合成カンナビノイドの一つ一つが、通常の THC よりも強力なの
である。

安全性についての疑問

こうしたことから、これらの新しい化合物が、大麻草に生来豊富に含まれているカンナビノイドと同様
の安全性を持つものであると考えることはできない。農業法にある、THC 含有量のみを基準としたヘン
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AGRODINE
24

 

“THC Hot Cheetosは、
一袋に600ミリグラムの
Δ8-THCを含み、一度に
食べ切れるサイズです”＊

CANNA KINGS
25

 

“あなたの中のΔ8 ʻクッキー
モンスターʼ を解き放とう。
（中略）美味しくて健康にも
良く（中略）Δ8ならではの
陶酔感がクッキー半分で得ら

れます”＊

BARELY LEGAL
26

 

THCO は、使用者の3%
に、非常に強力な、

幻覚作用に近い効果を
もたらします。残りの 90% 
の人にも、とても強力な作

用があります”＊

TOP 5 WHOLESALE
27

 

“子どもの頃の朝食のような
懐かしい味と質感に、大人し
か味わえないワクワク感を加
えました。１個につき500ミ
リグラムのΔ8を含有してい

ます”＊

＊ 製品の広告資料より。

プの定義は、派生し得るさまざまな陶酔作用のある派生物を見過ごしている。これら派生物の中には、
副作用をもたらす可能性があることがわかっているものも、研究が行われておらず危険なものも含まれ
ている。

また、大麻製品には高い税金が課せられている一方、ヘンプ製品には税金がかからないことが、消費者
が政府の規制監督のないヘンプ製品を選ぶ動機ともなっていることにも留意すべきである。

ラベルの不正表記と子どもへのアピール
カリフォルニア州内でも、全国的に見ても、ヘンプ製品および大麻製品は容易に手に入る状況になって
いるが、この二つには重要な違いが一つある。つまり、いわゆるヘンプ由来製品には政府による取締が
ない、という点である。「ヘンプ由来」の THC 製品市場で行われた簡単な調査の結果は、ラベルの不
正表示の多さ22、それが堂々と子ども相手に販売されていること23、政府の取締対象である大麻製品市
場で許されている量を超えた THC その他の陶酔作用のあるカンナビノイドが含有されていることを明
らかにした。

それに対し、カリフォルニア州をはじめとする各州の大麻製品企業には、THC 含有量の上限値、年齢
制限、厳しい検査基準、厳格な表示義務、チャイルド・レジスタント包装、さらに広告に関する制約が
課せられている。政府の監督下にある大麻製品については、製品を一般のスナック菓子のように見せか
けたり、キャンディとして販売したり、子どもにとって魅力的な製品を作ることが禁じられている。一
方ヘンプ製品については、以下の画像で明らかなように、そうした制約が一切存在しない。子どもに
とっては、こうした製品を手に入れる方が、ビールを買うよりも容易いのである。
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合法性について

2018年の農業法改訂が意図したのは、CBD のように陶酔作用のないヘンプ由来製品の合法化である、
と大方の業界関係者は想定していたのであるが、先ごろの裁判所による裁定によって、意図的にせよ無
意識にせよ、連邦議会が大きな法の抜け穴を残したことが明らかになった。2022年5月19日、アメリカ
合衆国第9巡回区控訴裁判所は、AK Futures, LLC v. Boyd Street Distro, LLC, 35 F4th 682 (9th Cir. 
2022）の裁定の中で、Δ8-THC を含有する製品は、使用者に陶酔作用をもたらしはするものの、農業
法が定めるところの産業用ヘンプの定義に合致するので合法である、という地方裁判所の裁定を支持し
たのである。

この裁定は重要である。なぜならこれは連邦裁判所が、産業用ヘンプから作られる精神作用のあるカン
ナビノイドは農業法に照らして合法である、という裁定を下した初めてのケースだからである。この裁
定以降、さまざまな州の裁判所や議会によって、陶酔作用を持つヘンプ由来製品が「合法」であること
が確認されている。ケンタッキー州の裁判所では最近、Δ8は派生物の派生物であり、したがって合成カ
ンナビノイドであって農業法のもとでは違法である、という主張を退けた際、アメリカ合衆国第9巡回区
控訴裁判所による裁定を引用している。ジョージア州の裁判所28とミネソタ州議会29も同様の立場を
とっている。

第9巡回区控訴裁判所の裁定が Federal Analogue Act（FAA・連邦政府による類似体規制法）の21 
U.S.C. § 813 と矛盾していることを指摘しておくことが重要である。そこには、「スケジュールIまたは
IIに分類される規制物質が中枢神経系に及ぼす刺激・鎮静・幻覚作用と同じような刺激・鎮静・幻覚作用
を中枢神経系に及ぼすすべての物質」は、スケジュールIの物質と同様に扱わなければならない、と書か
れている30。

THC-O や HHC などのカンナビノイドを「THCの類似体」31「THC」「合成カンナビノイド」32と明言
して販売している企業があるのを見れば、これらの化合物はどう考えても THC の類似体である。特
に、「合成によって作られるすべてのテトラヒドロカンナビノールはスケジュール I に分類される規制
物質である」33と書かれている暫定法を麻薬取締局（DEA）が発布した後ではなおさらである。にもか
かわらず、ヘンプ擁護派は、第9巡回区控訴裁判所の裁定は FAA に優先し、したがって FAA は意味を
為さないと主張している。

また、現在、合法的なヘンプ製品と偽って販売されている新種のカンナビノイド製品は、新薬の開発を
監督する米食品医薬品局（FDA）が管轄すべきものであるとの考え方もある。これらのカンナビノイド
は新規化合物なのであって、仮に大麻草に生来含まれているとしても、その量はごく微量である。過去
数百年にわたり、大麻草の安全性が広く検証されてきたのに対し、これら新規のTHC様化合物はその安
全性が確かめられていない。

コロラド州34とバーモント州35をはじめ、いくつかの州では、化学合成されたカンナビノイドを市場か
ら排除する規定を制定した。カリフォルニア州においては、陶酔作用を持つ合成カンナビノイドと陶酔
作用を持つヘンプ由来製品ははっきりと違法である。2021年に制定されたカリフォルニア州議会法案
45（Aguilar-Curry）には、自然由来か合成かにかかわらず、陶酔作用を持ついかなるカンナビノイ
ドも、すべてのヘンプ由来製品に含まれてはならない、と明言している36。
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にもかかわらずヘンプ製品企業は、こうした州法・連邦法を無視し37、2018年の農業法と第9巡回区控
訴裁判所による先日の裁定に基づいて、陶酔作用を持つカンナビノイド製品の市場を拡大させているの
である。

イドを販売するために悪用されている抜け穴を塞ぐ必要がある。

3. FDAは新規カンナビノイド化合物を監督すべきである。
FDAはその権限を用いて、大麻草に商業的量が含まれていない新規（合成）カンナビノイド化
合物を承認あるいは却下すべきである。これらは新規化合物であって、安全性の試験が必要で
ある。

4. カリフォルニア州は、現行の、陶酔作用のあるヘンプ製品の流通を禁じる法律による取締を強
化しなければならない。
カリフォルニア州は、今すぐに現行の法律をきちんと施行して、安全でない可能性がある製品
から消費者を護らなければならない。現在は、こうした製品の販売を抑止する努力がはなはだ
不足している。

大麻政策に関する連邦政府が指導的立場を取ろうとしない今、カリフォルニア州には、産業利用が目的
ではなくカンナビノイドの抽出を目的に栽培されるすべてのヘンプと大麻を包括的に規制する枠組みを
構築・施行して、他州の手本となれる可能性がある。

今こそ行動が求められている。

ヘンプ由来、あるいはヘンプを原料として合成されている、というただそれだけの理由で、陶酔作用を
持つカンナビノイドを合法化するというのは馬鹿げている。それは喩えて言えば、グレープジュースか
ら作られるワインの市場から一切の規制をなくすようなものだ。人を酔わせるものは、原料が何であろ
うと人を酔わせる。常識的に考えても、公共の安全という観点から考えても、そうした物質は慎重に扱
われなければならない。検査も政府の監督義務もない、陶酔作用を持つ合成及び半合成カンナビノイド
は公衆衛生上の大問題である。人々の安全を護るためには、ただちに次のような行動が求められる：

1. 陶酔作用を持つカンナビノイドの扱いに関して、連邦レベルでの枠組みが必要である。
根本的に、ヘンプと大麻に関する規制は、最新の科学に基づき、消費者にとってのアクセスの
しやすさと安全性の間に適切なバランスを保たなければならない。カンナビノイド、という観
点から言えば、原料が大麻であるかヘンプであるかによって区別することにはもはや意味がな
い。大麻は連邦レベルで合法化し、規制されるべきであって、カンナビノイドの抽出を目的に
栽培された植物はすべて、恣意的で運用不能な THC の閾値で分けるのではなく、同様の法的
枠組みで管理されるべきである。

2. 議会は現在悪用されている農業法の抜け穴を塞ぐ必要がある。
ヘンプ製品と大麻製品の両方を含む、連邦レベルで監督されたカンナビノイド市場が存在しな
い現状では、農業法を大至急改正して、規制監督のない市場で陶酔作用のある合成カンナビノ

結論と提言

三木直子
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